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１． 研究目的 

1998 年にわが国の自殺者数が増加して以来，故

意に自らの身体に損傷を加える行為（自損行為）

によって，救急隊を要請して医療機関に搬送され

る人の数も増加傾向にある（厚生労働省（2020）
「令和 2 年版自殺対策白書」より）．このことから，

自殺と自傷行為には密接な関係があり，最近のリ

ストカットは，日常の風景の中でもしばしば遭遇

する出来事になってきた（松本，2009）こともあ

り，自傷行為経験者への支援が求められていると

いえる． 
松本（2016）によると，自傷する若者の問題は，

単にリストカットだけではなく，生き方全体が「自

傷的」である．自傷行為経験者への援助に対する

姿勢として，「自傷の肯定的側面も認めたうえで，

その問題点や背景要因について協働的に分析する

姿勢で臨むべきである」としている． 
この松本（2016）の指摘を実際の心理臨床現場

に置き換えると，自傷行為経験者であるクライエ

ントとセラピストが，自傷行為について情報を共

有し，一緒に問題解決に努めることであると言え

る．自傷行為の要因についての先行研究は，主に

研究者視点からの整理であり，実際の心理臨床場

面でクライエントと共有をするためには，それら

を「クライエント目線」で翻訳（in vivo code）し

ていくことが必要である． 
そこで本研究では，心理臨床事例の研究を通し

て自傷行為に影響を及ぼす要因を整理することを

目的とした． 
 

２． 研究実施内容 
２-１．方法 
第一研究 
調査対象：CiNii及びGoogles Scholarに過去 5年間，

医中誌に 2005 年以降 2021 年 11 月までに掲載され

た論文のうち，自傷行為経験者に心理面接を行っ

ている事例論文 7 件． 
調査内容：KJ 法に準じた内容分析を用いて「自傷

行為やその背景」についてカテゴリー化を行い，

自傷行為に影響を及ぼす要因の特徴について仮説

を立てた． 
第二研究 
調査対象：自傷行為経験者である調査協力者の心

理療法 117 セッションの録画と逐語のデータ． 
調査期間：2021 年 10 月～2021 年 12 月 
調査方法：共同研究者を仲介して，調査協力者の

同意を得たうえで，既に録画済みの過去の心理療

法の録画と逐語のデータを使用した． 
分析方法：分析対象者の経験の過程を析出するこ

とに適した，木下（2003，2007）に基づく修正版

グラウンデッド・セオリー・アプローチ（以下、

M−GTA）を用いた． 
 
２-２．結果と考察 

第一・第二研究の結果，自傷行為に至る背景要

因の特徴として，家族内の問題であったり，社会

での生活のしづらさ，自身のパーソナリティなど

が複雑に絡み合っている可能性が明らかになった．

特筆すべきは，自傷行為の直前の出来事に，対人

関係でのトラブルが多く，その後，自己破壊的な
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思考パターンや，自分をコントロールできなくな

ることがさらに自傷行為に繋がっていた．一方，

自傷行為経験者の一部は，安心を求めて自傷行為

を行う可能性があることも明らかになった（図 1，
図 2，図 3）． 

また，第二研究の結果から，自傷行為経験者の

課題としては，自傷行為の直前の出来事に対する

状況の認知が意識化できること，感情と認知が未

分化である部分や，破壊的な認知・行動を改善し

ていくことがあげられた．さらに，自傷行為経験

者でも，自分なりの対処行動を行うことができる

と，自傷行為に至らなくて済むことが明らかにな

った． 

 
図 1．自傷行為経験者の特徴に関する仮説の 

概念図 

 
図 2．「自傷行為の要因と自傷行為に至るプロセ

ス」の概念関係図（対人関係での出来事） 

図 3．「自傷行為の要因と自傷行為に至るプロセス」

の概念関係図（対人関係での出来事） 

３． まとめと今後の課題 
本研究によって，心理臨床現場における自傷行

為経験者への支援方法として，心理臨床場面でセ

ラピストとクライエントが共有しやすいという観

点から，クライエントの自傷行為の直前の出来事

や引き金の特徴に着目する必要性が見出された．

そして，状況認知の意識化，感情と認知の分化，

破壊的な認知・行動を改善していくことに対して，

セラピストが介入し，心理療法を通してアプロー

チしてくことが求められると考える．また，「自傷

の肯定的側面も認めたうえで，その問題点や背景

要因について協働的に分析する姿勢（松本，2016）」
を持つこと，クライエントに対して自分なりの自

傷行為への対処法を見つけることを促すこと，ク

ライエントの負情動・身体感覚（猪飼・大河原，

2013）をセラピストが抱えることが自傷行為への

対処法として有効だろう． 
本研究で示した M-GTA の結果図は，自傷行為に

至るルートと至らないルートとに分けて，クライ

エントの語りのまま翻訳しており，それはクライ

エントと共有可能であることからも，臨床的意義

があると考える．また，自傷行為経験者に対して，

上述の心理支援を行うことで，自傷行為経験者へ

の理解を深め，より効果的な心理支援をしていく

ことに繋がるだろう． 
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